
報
恩
講
法
座
の
ご
案
内 

  

講
師 
常
髙
寺
住
職 

十
一
月
二
十
五
日
（
水
） 

午
後
一
時
よ
り
三
時
頃
ま
で 

 

<

変
更
の
お
知
ら
せ> 

報
恩
講
（
お
取
越
）
は
、
親
鸞
聖
人
の
ご
命
日
に
そ
の

ご
遺
徳
を
偲
ん
で
報
恩
感
謝
の
思
い
で
営
ま
れ
る
聖
人
の

ご
法
事
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
最
も
重
要
な
行
事

の
一
つ
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、
十
一
月
二
十

五
日
（
水
）
昼
席
の
み
の
開
座
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

※
状
況
を
見
て
、
更
に
予
定
を
変
更
さ
せ
て
頂
く
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
容
赦
下
さ
い
。 

  

◆
感
染
予
防
の
た
め
お
寺
で
は
、
本
堂
の
扉
の
開
放
、
座

席
の
間
隔
を
空
け
る
等
の
対
応
を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

 

ご
門
徒
の
皆
さ
ま
も
、
お
参
り
の
際
は
、
次
の
お
約
束

を
お
守
り
下
さ
い
。 

 

○
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
下
さ
い
。 

○
ご
家
族
の
同
意
を
得
て
下
さ
い
。 

○
入
口
に
あ
る
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
お
使
い
下
さ
い
。 

○
（
接
触
を
避
け
る
た
め
）
ご
法
礼
を
さ
れ
る
方
は
、 

 

お
名
前
を
ご
記
入
の
上
、
ご
持
参
下
さ
い
。 

○
経
典
の
貸
出
は
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

○
発
熱
、
咳
が
あ
る
等
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
方
は
、 

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

 

※
扉
を
開
放
し
ま
す
の
で
防
寒
着
を
ご
用
意
下
さ
い
。 

※
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
を
是
非
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。 

※
常
高
寺
専
用
駐
車
場
の
他
に
、
本
町
通
り
沿
い
の
幡
勝

寺
駐
車
場
も
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

令
和
二
年
十
一
月 

天
祥
山 

常
髙
寺 

 

ほ
う 

お
ん 

こ
う 

ま
ん
し
ょ
う 


